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1 はじめに  

 

 浜田市内の不登 校児童生徒数は近 年増加傾向にあ り 、令和 4 年度

は 127 人でした。 しかし、 このうち 、浜田市教育支援 センター「山

びこ学級」に通級 の申込をしている 児童生徒は 12 人 （令和 5 年度 1

学期末時点）と 、 全体の 1 割にも 満たない状況です。  

 

本委員会では、 市 内に不登校児童生 徒を受け入れる施 設 が「山び

こ学級」しかない 現状において、 そ こに 通級していな い児童生徒は

どのように毎日を 過ごしているのか 、 通級したい気持 ちを持ちなが

らも何かしらの事 情で通えない児童 生徒がいるのか、 また、児童生

徒のニーズにあ わ せた「居場所」の 選択肢が新たに必 要ではないか

といった疑問や仮 説を持 って調査研 究に取り組むこと とし ました。  

 

まずは、本市に お ける 不登校児童生 徒数の推移や 、現 在実施され

ている不登校関連 事業 について把握 するため、執行部 へのヒアリン

グを行いました。 また、「山びこ 学 級 」を、同じ建物 内に 隣接する

「青少年サポート センター 」と併せ て 視察し、活動内 容や 設備、職

員の配置等につい て 調査し、その 役 割や 重要性を再確 認 しました。  

 

その後、社会的な 課題意識の現状や 、多岐にわたる対 応策を踏ま

えた議論が必要と の認識から、対策 実践地域への 行政 視察を行い、

浜田市として取り 組むべき事項を洗 い出し、本提言の 項目として整

理しました。  

 

提言内容について 十分配慮を願うと ともに、 不登校及 び不登校傾

向の児童生徒を支 援する取組が 一層 推進されることを 期待します。  
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２  提言  

 

（１）山びこ学級の維持・充実について  

 ア  立 地及 びア クセ スに つい て  

・保護者による送 迎及び交通費の負 担軽減が図られる よう、市内

全域からの通級に 対する支援制度を 検討されたい。  

・自然に恵まれた 環境がより望まし いと考えるため、児童生徒に

とって過ごしやす い環境を常に追求 されたい。  

 

イ  設備 につ いて  

・部屋数が不足し ており、通級者の 増加に対応できな いため、庁

舎内の配置を工夫 し、教室や相談室 を確保されたい。また、軽

運 動 も で き る ス ペ ー ス が 隣 接 し て い る こ と が 望 ま し い と 考 え

るため、敷地内で の環境整備を検討 されたい。  

・建物の老朽化等 に伴い、将来的に 移転を検討する際 には、通い

やすく過ごしやす い環境へ配慮する とともに 、市の遊 休施設の

利用も検討された い。  

 

ウ  機能 につ いて  

・山びこ学級と青 少年サポートセン ターの機能を確認・整理した

上で、児童生徒 が 自由に過ごせる 居 場所機能を追加し 、その日

の 体 調 や 気 分 に 応 じ て 学 習 と 自 由 活 動 を 選 べ る よ う に 配 慮 さ

れたい。  

・その機能を追加 する際には、担当 スタッフの増員を 検討された

い。（必ずしも 教 員免許を有してい る必要はない 。）  

 

 

（２）その他の不登校児童生徒への支援について  

 ア  ス クー ルソ ーシ ャル ワー カー 等の 増員 につ いて  

・不登校を予防す る観点から、現在 の 相談体制の 補強 が必要であ

り、学校に派遣す るスクールソーシ ャルワーカー等の 専門スタ

ッフの増員を市独 自で検討されたい 。なお、継続した 取組とな

るよう、長期的に 雇用できる体制を 整えられたい。  
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 イ  新 たな 居場 所の 試行 につ いて  

・ 指 定 校 を 定 め 、 校 内 フ リ ー ス ク ー ル （ ※ ） を 試 行 的 に 実 施 し 、

学校内における新 たな居場所の効果 を検証されたい。  

・また、市域が広 い当市の状況を踏 まえ、居場所の複 数箇所設置

の可能性を探るた め、まちづくりセ ンター等の地域の 施設内に

お け る 児 童 生 徒 の 居 場 所 づ く り に つ い て も 可 能 性 を 検 討 さ れ

たい。  

 

  ※校内フリー スクールとは、教 室に通いづらい児 童生徒 のために 、

学校内に 設けられ た 自由に過ごせる 居場所 のこと。登 校するこ

とを最優先 に考え 、居心地の良い場 所 で一人一人に合 わせた 支

援を行うこ とによ り、不登校 を予防 し、児童生徒の自 立を促す

ことを目的として いる。  

 

ウ  不登 校及 び不 登校 傾向 の児 童生 徒の 実態 調査 につ いて  

・不登校児童生徒 への支援内容の確 度を高めるため、不登校傾向

の児童生徒を対象 に含めた実態調査（不登校の原因、日中の過

ごし方、学校への 復帰の希望など） を実施されたい。  
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３  会議等の開催状況  

 

令和 5 年  

 日 付  内  容  

1 3月 8日  
取 組 課 題 の テ ー マ を 「 不 登 校 児 童 生 徒 へ の 支 援 に

つ い て 」 に 決 定  

2 3月 20日  

今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議 （ 執 行 部 へ の ヒ ア リ ン

グ 及 び 意 見 交 換 、 山 び こ 学 級 や 青 少 年 サ ポ ー ト セ

ン タ ー の 現 地 視 察 、 先 進 的 な 取 組 を し て い る 他 の

自 治 体 へ の 行 政 視 察  等 ）  

3 4月 17日  
浜 田 市 に お け る 不 登 校 児 童 生 徒 へ の 支 援 に つ い て

（ 執 行 部 へ の ヒ ア リ ン グ ）  

4 5月 18日  山 び こ 学 級 、 青 少 年 サ ポ ー ト セ ン タ ー の 現 地 視 察  

5 6月 8日  行 政 視 察 の 実 施 を 決 定  

6 6月 16日  行 政 視 察 に つ い て 協 議  

7 
7月 4日  

7月 5日  

行 政 視 察 （ 京 都 市 の 不 登 校 特 例 校 、 奈 良 県 北 葛 城

郡 上 牧 町 の フ リ ー ス ク ー ル ）  

8 7月 13日  行 政 視 察 の 振 り 返 り 、 今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議  

9 8月 2日  
今 後 の 進 め 方 に つ い て 協 議 （ と り ま と め に 向 け た

ス ケ ジ ュ ー ル の 確 認 、 意 見 聴 取 シ ー ト の 作 成 ）  

10  8月 18日  提 言 内 容 に つ い て 意 見 交 換  

11  9月 1日  提 言 案 の 検 討  

12  9月 12日  提 言 案 の 検 討 、 決 定  
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